
公益社団法人日本放射線技術学会 平成 23 年度市民公開シンポジウム 

「肝臓がんの治療・診断・予防」 

－肝臓がんに罹らないために－ 

 

日本は世界的にみて肝臓がんの多発地域のひとつです．Ｃ型及びＢ型肝炎ウ

イルスの患者および感染者は，合わせて 300 万人を超えていると推定され，国

内最大の感染症とも言われています．また，2000 年における全国の肝臓がんと

肝硬変による死亡数は 43,821 人であり，慢性肝疾患は死因の大きな位置を占め

ています．また，日本の肝臓がんの 90％ 以上は肝細胞がんであり，肝細胞がん

の大部分は C 型肝炎ウイルス（HCV）あるいは，B 型肝炎ウイルス（HBV）の持

続感染による慢性肝炎および肝硬変が発生母地となっています．肝細胞がんの

発症を年齢別にみた場合，50 歳未満ではＢ 型肝炎，50 歳以上ではＣ型肝炎の

感染が主な原因となっています．厚生労働省は，肝炎の早期発見・早期治療を

進めるため，肝炎のインターフェロン治療に対する医療費助成，検査の促進，

研究の推進など，「新しい肝炎総合対策」を推進しています．現在，インターフ

ェロン治療を受療すれば，ウイルスのタイプによって異なりますがＣ型肝炎で

概ね５～９割の方が完治するといわれています．近年では，この疾病に対する

治療環境が急速に改善され，治療を積極的に行えば経済的な負担も軽減されつ

つ完治も可能であるといった観点から，疾患に対しての正しい知識と診断や治

療法についての広報が必要であると考え，肝臓に注目した生活習慣の注意点を

加えて，本学会の公益事業の一環として一般市民が無料で参加できるオープン

なシンポジウムを企画致しました． 

本シンポジウムでは，ウイルス性肝炎と肝細胞がんという病気を判りやすく

解説した後，診断から治療，予防にいたるまでのプロセスに対して，それぞれ

専門の立場から詳しく解説したいと考えています．シンポジウムが市民の本疾

病に対する意識向上の契機となるとともに，疾患に対して正しい知識を身につ

けて頂くための一助となれば幸いと考えています 

当日は 118 名の多くの市民の方々にご参加いただきました。ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 



プ ロ グ ラ ム 

 

期 日：平成２３年１２月１０日（土） 

 

会 場：メルパルク京都  

 

担 当：本郷隆治（京都桂病院），錦 成郎（天理よろづ相談所病院） 

 

１．  基調講演：「肝臓がん 最近の傾向とその対策」 

大阪府立成人病センター 肝・胆・膵内科主任部長 片山 和宏 

２．  シンポジウム 

1） 肝がんに対する『切らない手術』 

 医療法人藤井会 大東中央病院  副院長・IVR センター長 中村 健治 

2） 肝臓がんの超音波検査について 

京都桂病院 検査科 辻 真一朗 

3） 肝がんの MR 検査について 

大阪府立成人病センター 放射線診断科技師長 堀之内 隆 

4） 肝臓を労わるための栄養・生活指導 

大阪大学医学部附属病院 栄養マネジメント部 副部長 安井 洋子 

３．総合質疑・応答 

 

 

後援： 京都府、京都市、京都府医師会、京都私立病院協会、京都府放射線技師

会、京都府看護協会、京都府臨床検査技師会、京都府介護支援専門員会、京都

府栄養士会、KBS 京都、京都新聞社 


